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	ヤマウチアシボソトゲダニは翅を有さない土壌徘徊性の捕食性ダニであり、その成虫は主に土壌に存在して、植物上では植食性コナダニ類やネダニ類を餌としている。施設内で使用されることから、放飼後の自律的な移動・分散性は低いと考えられる。
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	ヤマウチアシボソトゲダニは在来種であり日本全国に分布する。普段はごく低密度で広く分布し、餌となる特定の微小昆虫等が大量に発生したときに限り急激に増殖すると考えられている。一般的に、自然環境下で特定の微小昆虫等が大量に発生することはないため、放飼後にヤマウチアシボソトゲダニが増殖する可能性は低い。
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	ヤマウチアシボソトゲダニは、在来種であり、翅を有さない土壌徘徊性の捕食性ダニである。捕食の範囲として確認されているのは、コナダニ類（ケナガコナダニ、ホウレンソウケナガコナダニ）、ネダニ類（ロビンネダニ、シャンハイゴミコナダニ）の他、ネギアザミウマ、キノコバエ類の幼虫等の微細な生物であり、蜜蜂及び蚕に対して影響を及ぼすおそれは低いものと判断した。
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